
安全・安心な新生活をスタート
事故を防止するための５つのポイント！

発行：消費者庁 消費者安全課ＴＥＬ：03-3507-8800（代表）

◆消費者庁は安全のために各種情報を発信しています◆

自炊時は、手洗いや加熱の徹底を

中古品は製造年や保証の確認を忘れずに

お部屋の設備の安全確認を

しっかり
加熱

家電製品は取扱説明書をしっかり読もう！

ネジの締め付け不足や付け忘れのないように組み立てを
一人で無理に組み立てようとするとケガをすることも！
正しく組み立てないと使用しているうちに破損することも！

使い慣れていない家電製品は、まず正しい使い方を理解
使い方を誤ると発火や破裂などの事故につながることも！

家電製品本体だけでなくコード・ACアダプター類などにも
キズや破損がないか確認を
リコール対象品かどうかの確認をしましょう
古い製品は修理や部品交換ができないものもあり、
経年劣化で事故が起きることも！

家具の組み立ては正しい手順で安全に

賃貸住宅の扉や戸棚、照明などの据付家具や設備の
不具合に気付いたら貸主や管理会社へすぐ連絡を
そのまま放置していると経年劣化による破損や落下で
ケガをすることも！

食中毒の予防のポイントは菌を「つけない！」、
「増やさない！」、「やっつける！」
食材や食器、自分の手にも細菌やウイルスは付着して
います！
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